





































































































































































































































































































図 4　IH 調理器の内部のコイルの様子 図 5　生徒が使用したコイルを模した模型


























図 9  授業で使用したワークシート　（左：「表面」　右：「裏面」）
図 7  浮いたアルミ鍋の一部











































































分で考えられましたか 69 % 29 % 2 % 0 %
【知識・理解】IH で使用できる容器
の共通点がわかりましたか 85 % 15 % 0 % 0 %
【思考・表現】IH 調理器の仕組み
を科学的に考えられましたか 25 % 64 % 12 % 0 %
表２  H28 チャレンジテスト結果より
【評価の観点】 本校生徒と府平均との得点率の差
科学的な思考・表現 ＋ 5.4 ポイント
観察・実験の技能 ＋ 3.0 ポイント
自然事象についての知識・理解 ＋ 4.7 ポイント
【問題形式】 本校生徒と府平均との得点率の差
選択式 ＋ 3.6 ポイント
短答式 ＋ 6.9 ポイント





同じくチャレンジテストにおいて全 36 問中、15 問の
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